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※平成22年３月期第２四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、平成22年３月期第１四半期実績及び

対前年同四半期増減率は記載しておりません。 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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1. 平成23年3月期第1四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第１四半期 137 ─ △144 ─ △107 ─ △96 ─

22年3月期第１四半期 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第１四半期 △10 50 ─

22年3月期第１四半期 ─ ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第1四半期 5,398 2,172 40.2 236 98

22年3月期 5,461 2,237 41.0 244 10

(参考) 自己資本 23年3月期第1四半期 2,172百万円 22年3月期 2,237百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ─ 0 00 ─ 0 00 0 00

23年3月期 ─

23年3月期(予想) 0 00 ─ 0 00 0 00

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 516 45.4 37 ─ 33 ─ 32 ─ 3 55

通期 1,902 138.3 167 42.7 157 145.3 156 34.5 17 07



 

 
(注)「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係

る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

す。 

  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ─社 (            )、除外  ─社 (            )

(注)当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(注)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期第1Ｑ 9,714,000株 22年3月期 9,714,000株

② 期末自己株式数 23年3月期第1Ｑ 547,780株 22年3月期 547,780株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期第1Ｑ 9,166,220株 22年3月期第1Ｑ 9,166,220株

(注意事項)
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当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、一部景気回復の兆しと共に企業業績は回復傾向が見

られる一方、雇用情勢や所得環境は依然として改善には至っておらず、海外景気の下振れ懸念やデフレの

影響等もあり、企業を取り巻く環境は厳しい状況で推移いたしました。 

このような経営環境のもと、当第１四半期連結会計期間の経営成績につきましては、売上高は137百万

円、消費者金融事業及び企業金融事業に係る貸倒関連費用の増加に伴い、貸倒引当金繰入額110百万円を

販売費及び一般管理費に計上したことにより営業損失は144百万円、持分法による投資利益27百万円を営

業外収益に計上し経常損失は107百万円、四半期純損失は96百万円となりました。 

なお、前第２四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前第１四半期連結

会計期間の連結業績については記載しておりません。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（投融資事業） 

企業金融事業に係る営業貸付金残高は、期中142百万円増加し823百万円となり、消費者金融事業に係る

営業貸付金残高は、期中169百万円減少し949百万円となりました。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は72百万円、営業損失は128百万円となりました。 

（不動産賃貸事業） 

不動産サブリース事業売上が53百万円、賃貸料収入が11百万円となりました。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は64百万円、営業利益は７百万円となりました。 

（地域活性化事業） 

当社グループは北海道元気計画事業の収益強化及び、北海道元気計画事業に係るプロジェクト案件の収

益化に向けた体制を強化しております。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は１百万円、営業損失は15百万円となりました。 

  

流動資産は、前連結会計年度末に比べて0.2％増加し、3,141百万円となりました。これは、販売用不動

産が113百万円増加し、現金及び預金が94百万円減少したことなどによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて3.0％減少し、2,233百万円となりました。これは、投資有価証

券が80百万円減少したことなどによります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて1.2％減少し、5,398百万円となりました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて8.2％減少し、874百万円となりました。これは、１年内返済予

定の長期借入金が107百万円減少したことなどによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて3.6％増加し、2,351百万円となりました。これは、社債が250

百万円増加し、利息返還損失引当金が116百万円減少したことなどによります。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて0.1％増加し、3,226百万円となりました。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2.9％減少し、2,172百万円となりました。これは、その他有

価証券評価差額金が36百万円減少したことなどによります。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

①資産、負債、純資産の状況に関する分析
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当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度

末に比べ65百万円増加し132百万円となりました。 

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は次のとおりであり

ます。なお、前第２四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前第１四半期

連結会計期間の状況については記載しておりません。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、270百万円の支出となりま

した。これは主に利息返還損失引当金116百万円減少し、販売用不動産113百万円増加したことなどによる

ものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは223百万円の収入となりまし

た。これは主に定期預金の払戻による収入215百万円、投資有価証券の売却による収入62百万円などによ

るものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは112百万円の収入となりまし

た。これは主に社債発行による収入250百万円、長期借入金の返済による支出159百万円などによるもので

あります。 

  

当連結会計年度（平成23年３月期）の業績見通しにつきましては、平成22年５月14日の決算発表時の業

績予想数値からの変更はありません。 

当社グループは前第２四半期連結会計期間より新規事業として、「北海道元気計画事業」（セグメン

ト：地域活性化事業）を立ち上げ、今後の主たる収益事業として位置付けて当社グループの体制強化を図

っております。 

当第１四半期連結会計期間において営業損失144百万円、経常損失107百万円、四半期純損失96百万円を

計上しておりますが、これは既存事業から新規事業へコア事業をシフトしている転換期において新規事業

に対する先行投資が発生したことによるものであります。 

当第２四半期連結会計期間以降は営業利益の計上を見込んでおり、当連結会計年度の当初予想を達成す

ることが可能と考えております。 

  

②キャッシュ・フローの状況

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

固定資産の年度中の取得、売却又は除去等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按

分する方法によっております。 

なお、定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

  

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号  平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号  平成

20年３月31日）を適用しております。 

但し、当該基準等の適用に係る数値の変動はございません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①一般債権の貸倒見積高の算定方法

②固定資産の減価償却費の算定方法

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

①資産除去債務に関する会計基準等の適用

②「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）に基づく財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日  内閣府令第５号）の適用により、当第１四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 212,457 306,498

売掛金 126,000 126,000

営業貸付金 1,772,913 1,800,303

営業投資有価証券 503,898 503,898

販売用不動産 554,268 441,112

その他 172,142 196,060

貸倒引当金 △200,444 △238,800

流動資産合計 3,141,236 3,135,072

固定資産

有形固定資産

土地 570,331 570,331

その他 223,544 225,847

有形固定資産合計 793,876 796,179

無形固定資産

のれん 264,092 271,428

その他 11,635 11,659

無形固定資産合計 275,727 283,087

投資その他の資産

投資有価証券 601,712 681,756

関係会社株式 440,772 424,168

差入保証金 106,392 106,543

その他 25,139 22,691

貸倒引当金 △9,843 △12,628

投資その他の資産合計 1,164,173 1,222,531

固定資産合計 2,233,776 2,301,798

繰延資産

開業費 23,594 24,836

繰延資産合計 23,594 24,836

資産合計 5,398,607 5,461,708

負債の部

流動負債

短期借入金 511,634 519,134

1年内返済予定の長期借入金 225,748 333,208

未払法人税等 2,309 4,161

その他 134,747 96,515

流動負債合計 874,439 953,019

固定負債

社債 450,000 200,000

長期借入金 34,986 87,488

利息返還損失引当金 1,596,837 1,713,759

退職給付引当金 22,692 22,317

その他 247,394 247,585

固定負債合計 2,351,910 2,271,150

負債合計 3,226,350 3,224,169
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,867,860 1,867,860

資本剰余金 1,408,930 1,408,930

利益剰余金 △898,359 △869,705

自己株式 △199,910 △199,910

株主資本合計 2,178,519 2,207,173

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △5,061 31,500

繰延ヘッジ損益 △33 31

為替換算調整勘定 △1,166 △1,166

評価・換算差額等合計 △6,262 30,364

純資産合計 2,172,257 2,237,538

負債純資産合計 5,398,607 5,461,708
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 137,906

売上原価 47,082

売上総利益 90,823

販売費及び一般管理費 235,620

営業損失（△） △144,796

営業外収益

有価証券利息 8,750

受取配当金 2,269

持分法による投資利益 27,780

その他 1,214

営業外収益合計 40,014

営業外費用

投資事業組合運用損 396

支払利息 1,372

開業費償却 1,241

その他 185

営業外費用合計 3,196

経常損失（△） △107,978

特別利益

投資有価証券売却益 16,014

特別利益合計 16,014

税金等調整前四半期純損失（△） △91,963

法人税、住民税及び事業税 511

法人税等調整額 3,799

法人税等合計 4,310

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △96,274

四半期純損失（△） △96,274
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △91,963

減価償却費 4,543

のれん償却額 7,991

貸倒引当金の増減額（△は減少） △41,140

受取利息及び受取配当金 △3,671

支払利息 1,709

営業貸付金の増減額（△は増加） 27,389

持分法による投資損益（△は益） △27,780

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △116,921

破産更生債権等の増減額（△は増加） 2,785

販売用不動産の増減額（△は増加） △113,156

投資有価証券売却損益（△は益） △16,014

有価証券利息 △8,750

その他 105,228

小計 △269,749

利息及び配当金の受取額 3,559

利息の支払額 △239

法人税等の支払額 △3,713

営業活動によるキャッシュ・フロー △270,143

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の売却による収入 62,211

定期預金の預入による支出 △55,000

定期預金の払戻による収入 215,000

その他 1,231

投資活動によるキャッシュ・フロー 223,443

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △7,500

長期借入金の返済による支出 △159,962

社債の発行による収入 250,000

その他 30,121

財務活動によるキャッシュ・フロー 112,659

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 65,959

現金及び現金同等物の期首残高 66,498

現金及び現金同等物の四半期末残高 132,457
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当第１四半期連結会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日) 

第51期第２四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前第１四半期連

結累計期間は記載しておりません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日) 

第51期第２四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前第１四半期連

結累計期間は記載しておりません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日) 

第51期第２四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前第１四半期連

結累計期間は記載しておりません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、既存事業である「投融資事業」を基軸事業として展開しつつ、当社及び子会社で展開している

「不動産賃貸事業」と、新規事業として展開している「地域活性化事業」の３つを報告セグメントとして

おります。 

「投融資事業」は、企業への投資・融資及び消費者金融を行っております。「不動産賃貸事業」は、所

有している賃貸用不動産の賃貸及び商業施設のサブリースを行っております。「地域活性化事業」は、中

国人富裕層をターゲットとした滞在型リゾートサービス及びそれに関連したコンサルティング等を行って

おります。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

 
(注)１．セグメント利益の調整額△7,991千円は、のれん償却額△7,991千円であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

  

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２投融資
事業

不動産賃貸
事業

地域活性化
事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 72,217 64,287 1,401 137,906 ─ 137,906

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─

計 72,217 64,287 1,401 137,906 ─ 137,906

セグメント利益又は損失
（△）

△128,769 7,087 △15,122 △136,804 △7,991 △144,796
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当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

該当事項はありません。 

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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